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揚水（バリア井戸）の考え方 

 

1)バリア井戸の設置目的 

  汚染地下水が流下拡散を防止するための揚水井戸の設置。 

 

2)対象地下水（地層）と地下水の流れ 

  有害物質が確認されている地下水胚胎層は Ks2層である。 

  Ks2層の地下水の流れ（水頭コンタ－）は下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①北西側境界 

 

 

                ②南西側境界 

 

  図-1に示すように、複数境界付近に設置した井戸の揚水により Ks2層の地下水位を低下させ、汚染

地下水の流下拡散を防止する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)バリア井戸の設計 

   設計地下水水位低下モデル 

  Ks2層の分布（地層の厚さ、傾斜）と本層の地下水位より設定する。 

  廃棄物層の直下を流下する地下水が対象域外の流下させないように配置する。 

全体の地下水コンタ－より、「北西側境界」と「南西側境界」の２断面を計画する。  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①北西側境界                  ②南西側境界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-1 バリア井戸の考え方 
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 影響範囲（揚水井戸の配置計画） 

    

井戸影響範囲より設定する。 

   計算式は Sichartの式を用いる。 

 

        Ｒ = 3000(H－hw)（k/100）1/2                  (1.1式) 

  

           Ｒ：影響範囲（m） 

            H－hw：計画水位低下量（m） 

               k：地下水位低下対象層の透水係数（cm/sec） 

 

   （1)透水係数について 

    既往調査結果より、Ks2層の粒度は細砂、中砂、粗砂でその透水係数は 10-2～10-4（cm/sec）と

幅を持つ。概算検討時では、その中間値として、１×10-3（cm/sec）を採用する。 

   

   （2)計画水位低下量 

    前節でモデル図に示した低下量とする。現況地下水位及び Ks2層の下端深度までの水位高を限界

低下量と考え、その限界量の 1/2（Fs=2.0）とした。 

 

   （3)影響範囲 

   ①北西側境界 

      Ｒ =  3000・(H－hw)・（k/100）1/2 

        ＝ 3000×（12－6）（（１×10-3）/100）1/2  

        =   56.9m  →  50m ピッチ 

   ②南西側境界 

      Ｒ =  3000・(H－hw)・（k/100）1/2 

        ＝ 3000×（8－4）（（１×10-3）/100）1/2  

        =   37.9m  →  30m ピッチ 

 

     → 透水係数のバラツキを踏まえ、安全側に評価し、井戸配置（ピッチ）は 30mとする。 

 

※ 計算値の値（赤字）は影響範囲端部に相当し、その端部は地下水位の低下（量）はない考えと

なる。よって、その地点では、地下水位の変化（低下）はないため、地下水は流下する。 

複数の井戸での地下水位による干渉は重ね合わせ量であるため、影響端部はそれぞれラップさ

せることにより、対象断面での地下水位を現況よりも低下させることにした。  

 

 

 

影響範囲のﾋﾟｯﾁの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影響範囲ラップの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影響半径=56.9m（37.9m） 
揚水井戸 

揚水井戸 

水位低下曲線

地下水低下高 = 0 

設計ﾋﾟｯﾁ=50m（30m） 

揚水井戸 

揚水井戸 

水位低下曲線

流下する 

流下せず、井戸から揚水される 
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3) 計画揚水量 

 

Thiemの式より井戸１本当たりの揚水量をい求める。 

 

    Ｑ ＝ π・60・k/100（H2－h2）／ ln（R－ｒ0）    （1.2式） 

       

 Ｑ：井戸１本当たりの揚水量(m3/min) 

            Ｒ：影響範囲（m） 

             H－hw：計画水位低下量（m） 

                 k：地下水位低下対象層の透水係数（cm/sec） 

        r0：井戸半径（井戸径は 300mm で計画）  

     

 

    ①北西側境界 

       Ｑ ＝ πk・60/100（H2－h2）／ ln（R／ｒ0） 

         =  3.14×60×１×10-3／100×（122－62） ÷ ln（56.9／0.15） 

         =  0.034 (m3/min) 

         =  49.2 （m3/day）  

 

→ 井戸損失（ｽｸﾘ-ﾝやﾌｨﾙﾀ-の損失）を 40%見込む  

 

49.2×0.4 = 19.6（m3/day/本）       ５本計画 

 

②南西側境界 

        Ｑ ＝ πk・60/100（H2－h2）／ ln（R／ｒ0） 

          =  3.14×60×１×10-3／100×（82－42） ÷ ln（37.9／0.15） 

          =  0.016 (m3/min) 

          =  23.5 （m3/day）  

 

→ 井戸損失（ｽｸﾘ-ﾝやﾌｨﾙﾀ-の損失）を 40%見込む  

 

23.5×0.4 = 9.4（m3/day/本）        ７本計画 
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